


［集落の将来像]
周辺の他集落との連携を図り、農用地の利用権の設定や農作業受委託を促進し、将来にわたって農

業生産活動をおこなう。農業生産活動が維持されることにより、耕作放棄地の発生を防止し、美しい
山間部の景観を存続する。

［将来像を実現するための活動目標]
・協定外集落との連携を図る。
・農用地の利用権の設定や農作業受委託を促進するための座談会を定期的に開催する。
・認定農業者、担い手等の育成・支援についての会議等を行う。
・非農業者等へ、農業生産活動を通じて、地域への貢献や中山間部の重要性の理解を図る。

［活動内容］
農業生産活動等 多面的機能増進活動 その他の活動

農用地の耕作・管理 周辺林地の下草刈り 集落座談会
（田3.6ha） （約1.0ha、年1回） （将来についての検討）

農作業受委託把握等
個別対応 共同取組活動 （年数回）

共同取組活動
水路・農道の管理
・水路の清掃
（2.5ｋｍ、年2回）
・農道の草刈り
（2.7ｋｍ、年2回）

共同取組活動

４．取組による変化と今後の課題等

当交付金事業による取組をおこなった結果、協定集落や周辺集落の農家及び農家の後継

者たちに、農業生産活動を行うことが自分達の地域保全に貢献していることや、下流域に

住む人々にも貢献していることについて一定の理解がなされ、農家後継者の農業生産活動

に対する意欲が向上したように感じられる。また、後継者不足の問題に一筋の光が差し込

み、解消に向け一歩前進したように思われる。

しかしながら、再び、後継者不足の問題がおこらないよう、農業生産活動の重要性を、

次世代に引き継いでいくことが課題で、それには当事業によって得た活動のあり方や教訓

を大切にしていくことが重要である。

また、非農業者が農業に携わったり、農業を新規に開始しやすい状況をつくることも課

題で、今後さらに非農業者等に対し農業生産活動の重要性を積極的に啓発し、理解を深め

ていくことが必要である。

［平成21年度までの主な成果］
○ 共同作業による耕作放棄地の発生防止


